
「
手
話
言
語
法
」
制
定
を

求
め
る
意
見
書

手
話
が
音
声
言
語
と

対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と

を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞

こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話

を
身
に
つ
け
、
手
話
で
学

べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、

更

に
は
手
話
を
言
語
と

し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備
を

目
的
と
し
た

「手
話
言
語

法
」
を
制
定
す
る
こ
と
を

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致
・可
決
）

４。
人
学
級

再
開
検
討
に

反
対
す
る
意
見
書

財
務
省
は
１０
月
２７
日

の
財
政
制
度
等
審
議
会

で
公
立
の
小
学
校
１
年
生

で
導
入
さ
れ
て
い
る
３５
人

学
級
を
、
従
来
の
４。
人
学

級
に
戻
す
よ
う
求
め
る
方

針
を
提
示
し
た
。

義
務
教
育
の
始
ま
り
で

あ
る
小
学
校
低
学
年

は

と
く

に
き
め
細

か
な
手

当

が
必
要
な
時
期

で
あ

り
、
日
本
の
公
立
学
校
の

学
級
規
模

は
国
際
的

に

み
て
も
大
き
す
ぎ
、

３５
人

以
下
学
級
を
他

の
学
年

に
広
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
公

的
教
育
費

の
割

合

は
加

盟
国
中
最
低
で
あ
り
、
政

府

は
教
育

予
算

の
引

き

上
げ
に
こ
そ
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

（全
会

一
致
・可
決
）

原
発

再
稼

動
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書

東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
事
故
原
因
の
究
明

と

事
故
の
収
束
が
実
現
し
て

い
な
い
こ
と
、
実
効
性
の

担
保

さ
れ
た
避
難
計

画

が
策
定
で
き
て
い
な
い
こ

と
、
火
山
噴
火
リ
ス
ク
の

予
測
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
川
内
原
発

を

は
じ
め
と
す

る
原
発

再
稼
動

の
中
止

を
国

に

求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致
・可
決
）

測
量
設
計
の
指
名
発
注
に

関
す
る
請
願
書

嘉
麻
市
に
お
け
る
現
在

の
測
量

・
設
計
の
委
託
業

務
の
指
名
発
注
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
指
名
願

い
の

要
領
に
従
っ
て
新
規
市
内

業
者
と
し
て
指
名
願
い
が

受
理
さ
れ
て
も
、
３
年
間

は
指
名
競
争
入
札

に
参

加

で
き
な

い
状

況

で
あ

る
。
ま
た
、
測
量
業
は
、
土

木

・
建
設
業
の
よ
う
に
１

級

・
２
級
と
い
う
法
的
な

制
約
は
な
く
、
地
元
自
治

体
で
の
工
事
完
了
証
明
が

な

け
れ
ば
入
札
参
加
要

件
を
満
た
さ
ず
、
福
岡
県

や
国
土
交
通
省
の
国
道

・

河
川
等
の
指
名
競
争

入

札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
で

，
現
状
も
あ

る
の
で
、
地
場
産
業
育
成

と
で

，
観
点
か
ら
指
名
競

争
入
札
へ
の
参
加
要
件
を

緩
和
す
る
よ
う
求
め
る
も

の
で
す
。

（全
会

一
致
・採
択
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

基
本
サ
ー
ビ
ス
使
用

料
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料嘉

麻
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
ご
利
用
さ

れ

て

い
る

世

帯

で

は
、
現
在
、
地
上
波
放

送
、
自
主
放
送
番
組
、

Ｂ

Ｓ

放

送

が
基

本

サ
ー
ビ
ス
契
約
の
中

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す

が
、
フ」
の
中

に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

は
含
ま
れ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
は
別
途

支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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